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 ウィニー・ハーロウというモデルがいる

ことを知りました。彼女は、皮膚の色が部

分的に抜けて白くなる「白斑症」を患って

います。彼女は小さい頃、友達をつくるの

に苦労したそうです。やっと出来た友達も

やがて離れて行き、彼女が理由を問うと「あ

なたの病気がうつるかもしれないって親が

言うのよ」と言われたそうです。また、その

容姿から「シマウマ」「牛」と言っていじめ

られたりもしたようです。残念ながらどの

時代にもいじめがあり、差別があります。

それは、2000年前も同じでした。今から約

2000年前、イエス・キリストが生きておら

れた時代に「ツァラアト」と呼ばれる病気

がありました。これは、具体的にどのよう

な病なのか分かっていませんが、おそらく

「悪性の皮膚病」であったのではないかと

言われています。このツァラアトに対する

治療法が分からなかった当時、ツァラアト

に冒された人は他の人々と共に住むことが

許されず、人に近づく時は「汚れている」と

叫ぶように求められていました。  

今月の聖書のことばは、そのツァラアト

に冒された人に対してイエス様がどのよう

に接したのかが書かれています。ある日、

イエス様のところにツァラアトに冒された

人がやって来て次のように言いました。「お

心一つで、私をきよくしていただけます。」 

この人はイエス様の噂を聞いて、もしかし

たらこの御方なら自分を癒してくれるかも

イエスは深くあわれみ、手を伸ばして、彼にさわって言われ

た。「わたしの心だ。きよくなれ。」 

【マルコの福音書 1章 41節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 10:30～12:00   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校  9:00～10:00                19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

しれないと考えたのでしょう。イエス様の

所にやってきました。そして、その信頼に

イエス様が応えて下さいました。聖書には

次のようにあります。『イエスは深くあわれ

み、手を伸ばして、彼にさわって言われた。

「わたしの心だ。きよくなれ。」』すると、す

ぐにそのツァラアトが消えて癒されたこと

が書かれています。この奇跡自体驚きです

が、今回注目したいのはイエス様の動きで

す。まず、イエス様はその病に冒された人

に対して憐れみの心を持ちました。それは、

この人が受けてきた苦しみ、悲しみ、辛さ

に対する憐れみの心であったでしょう。そ

して、驚くべきは次の動作です。イエス様

はそのツァラアトの人に触れて癒しました。

イエス様は、言葉だけで癒すことのできる

御方です。しかし、ここではあえて触れて

癒されました。その当時、人々はツァラア

トに冒された人との接触によって、自分も

汚れると考えていました。ですから、イエ

ス様が手を伸ばして彼に触ったことは衝撃

的でした。そこにイエス様の憐れみ深さを

見ることが出来ます。おそらくこの癒され

た人は、ツァラアトに冒されてから初めて

人に触れられたのではないでしょうか。憐

れみ深いイエス様に触れて頂く。これ以上

の癒しと慰めはありません。どうかあなた

もイエス様に触れて頂いて下さい。もちろ

んイエス様は現在天におられますので、物

理的に直接触れて頂くことは出来ませんが、

聖書のことばによって私たちは触れて頂く

ことが出来ます。全ての痛み、苦しみ、悲し

みを根本的に解決することが出来る御方は

このイエス・キリストです。 

◆コラム 

牧師の一週間を書いていますが、今回は水曜日で

す。水曜日には、教会の定期集会があります。下の

集会案内にもありますが、聖書研究祈祷会を行な

っています。聖書を学び、教えられた事を分かち合

い、共に祈る時です。その集会が午前と夜に行われ

るわけですが、では、その合間に何をしているかと

いえば、日曜日の説教準備を始めています。この準

備の時間が楽しいのです。もちろん苦しい時もあ

るのですが、今から約 2000年以上も前に書かれた

聖書が現代を生きる私たちに何を語るのか。その

神の御声を最初に聴くことが出来るのは、説教者

である牧師の特権です。時に罪を示され自分が嫌

になる時もありますが、それさえも幸せな時です。

なぜなら、神に触れて頂いているからです。この感

動を伝えたいと思い準備するのですが、どこまで

伝えることが出来ているか。毎日曜日反省です。 


